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1  序言
　元明期を中心とする近代白話文献ではしばしば、仮定の意味をもつ従属節の
末尾に「呵 (*xo1))」という要素が添えられる 2)。
1) 依着他毎的言語裏行呵，怎生 ? (『大元通制條格』巻七 )
　「彼らのことばに依って行えば、如何か ?」
2) 有聖旨麼道無躰例勾當做呵，不怕那甚麼。(「真定路元氏県開化寺聖旨碑」)
　「『聖旨がある』と言ってきまりにないことをすれば、恐れないだろうか。」
3) 敬重天子呵，天下人都懽喜。(『孝経直解』)
　「天子を敬えば、天下の人は皆喜ぶものだ。」
　一方、現代の青海省の漢語諸方言では、仮定義を表す従属節末に「ؾ [x]」
という要素が現れる 3)。
* 本研究は JSPS科研費 17K13452「中国青海省大通県チベット族居住地域の漢語方言調査研
究」の助成による研究成果の一部である。
1)『中原音韻』に基づく౏ (1981: 147)の再構音。
2)李他編著 (1998: 2)、金他訳注 (2002: 23)を始めとする多くの先行研究は、元代漢語「呵」
は主に「仮定」と「停頓」を表す要素であると記述している (中国語学でいう「停頓」は
pauseくらいの意 )。
3)青海方言の用例は筆者が実地調査で得たものである。西寧市ではᡎ宗洲氏 (1946年生まれ、
漢族男性 )、大通県では权玉来氏 (1951年生まれ、土族男性 )にご協力頂いた。
近代漢語「呵」の時間義用法に関する覚え書き(2)*
―元刊本『老乞大』における用例から考える―
川　澄　哲　也
4) [j21  <»44  x3  p<44  s24  tÅjĩ21  tsq44  lj21]
ǊʽᭀؾḼඊᠾϢൢ୑ǌ「雨が降ったら、試合は止めになる。」(西寧市 )
5) [pv24  Èu21  5<3  x21  tj	24  j13  n21  m21  lj3]
Ǌʿߥ˷ؾḼࡂ᜵૙ᰅ୑ǌ「勉強しないと、叱られるよ。」(西寧市 )
6) [ni44pv24l21x31n44t21k3sq21tÅjĩ31pv21kwa44n21]
;ʿ౎ؾḼੇᤇ˓̂ৰʿክո。「君が来ないなら、私はこの事に関わらない
ぞ。」(大通県 )
　ѵ (1991)は、上記 2要素の間には歴史的なつながりがあると主張した 4)。
以来この考えは多くの先行研究に踏襲されてきた 5)。これに対し筆者は川澄
(2014b)において反論を提出し、川澄 (2015)ではその補強を試みた (両論文の
詳細は次節参照 )。本稿はこの 2論文の続編にあたる。
2  浅見の梗概
　本格的な議論に入る前に、本節では川澄 (2014b)、川澄 (2015)の概要を示し、
これまでの議論を整理しておきたい。
2.1  川澄 (2014b) の概要と問題点
　川澄 (2014b)では、主に以下 3点の言語事実に基づき、近代漢語「呵」と西
寧方言「ؾ」の継承関係に異を唱えた。
4)但しこの主張は論証を経て提出されたものではない (“近代白ព中的ᤇ些‘呵’ˀ青海西
߰ព的 [・x]，不᝶是句法位Ꮅᤆ是ឥ法意˦都是一致的。ᤇ些一看便知，无ᮋᠻ᝶。需要
᝶᝼的只是它͂的音韵С系”[近代白話における“呵”と青海西寧方言の [・x]は、統語
構造も文法機能も一致している。これらは一目瞭然で、贅言の必要はない。論証を要す
るのはこれらの音韻関係だけである ] ѵ 1991: 373)。なお論証を欠く点は以下の注 5に挙
げる各先行研究でも同じである。
5)都 (1998: 103)、余 (1999: 41)、李泰洙 (2003: 45)、李他 (2009: 20)、王 (2012: 475)等。
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a. 人間言語で「時間を表す要素＞仮定を表す要素」という文法化事例は多く見
られる 6)。文法化は単向性 (unidirectionality)の性質をもつ現象であるため、
「仮定＞時間」の方向性は存在し得ない。
b. 近代漢語「呵」が時間義を表す用法は一般的ではない。
c. 西寧方言「ؾ」には時間義を表す用法もある 7)。
　このような言語事実の下、先行研究が主張する「呵」と「ؾ」の継承関係を
認めれば、専ら仮定義を表す「呵」が、時間義をも表す「ؾ」に発展したとい
う、人間言語では存在し得ないはずの方向性を想定しなければならなくなる。
この点に基づき、川澄 (2014b)では「呵」と「ؾ」に歴史的なつながりはない
と考えた。
　しかしながら、先行研究の中には上記 bと逆の見解、つまり「呵」に時間義
用法を認めるものもごくわずかながら存在した 8)。仮にそれが事実であれば、
川澄 (2014b)の議論は成立しないことになる。そこで、「呵」に時間義用法を
認めるという見解が妥当か否かを川澄 (2015)で検討した。
2.2  川澄 (2015) の概要と問題点
　川澄 (2015)は、明代初期に成立したとされるチンギス・カンの一代記、『元
朝秘史』を利用した研究である。以下にその考察内容を述べる。
　モンゴル語には、仮定義表示と時間義表示の 2機能をあわせ持つ「仮定副動
詞語尾 (conditional converbs)」という要素がある。『元朝秘史』はモンゴル語本
6)具体例については Heine and Kuteva(2002), p. 293参照。
7) a.<ONÈV5<YNNUKĩMMK>
　　我没学˷ؾ，ݤݤᤈ来了。「私が勉強していない時、母が入ってきた。」(西寧市 )
　b. <KX_>QUUTÅqUKYU5Å<MK	ÈVMKG>
　　小王把ᐋ辞掉ؾ去留学୑ឬ。「王君は仕事を辞めてから留学に行くそうだ。」(西寧市 )
　c.<OMYOJNK	>
　　我来ؾ，你没有。「私が来た時、君は居なかった。」(大通県 )
　　西寧方言の用例に関しては川澄 (2014a)も参照されたい。
8)矢野・ѵ (1994)、李立成 (1998)。
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文と漢語抄訳から構成されるが、もし漢語「呵」にも仮定義表示と時間義表示
の 2機能が備わっていたのであれば、モンゴル語本文に現れる仮定副動詞語尾
は語義ごとの偏りなく「呵」によって訳されることが予想される。
　分析の結果、仮定義 (「仮定譲歩」を含む )を表す仮定副動詞語尾は、全
291例のうち 88例において漢語「呵」で翻訳していた 9)。これに対し時間義を
表す仮定副動詞語尾は、全 170例のうち、漢語「呵」で翻訳していたのはわず
か 7か所のみであった。このような極端な偏りに基づき川澄 (2015)では、時
間義表示は「呵」の基本機能ではなかった可能性が高いという結論を提出し
た。
　しかしながら、わずか 7例とは言え、時間義を表すと思われる「呵」が存在
したことは看過すべきではなく、「今後、他の近代漢語文献における『呵』の
使用情況なども考察対象に含め、引き続き検討を重ねていく必要がある」(川
澄 2015: 5)とした。
3　元刊本『老乞大』における「呵」
　前節で述べた流れをうけ、本節では元刊本『老
ろうきつだい
乞大』10)(以下『老乞大』)に
おける用例を材料に、近代漢語「呵」の時間義表示機能について再度検討を加
えていく。
3.1  仮定義と解釈できる「呵」
　『老乞大』における「呵」の用例は全部で 93あった 11)。そのうち、仮定義
(「仮定譲歩」を含む )と解釈できるものは 76例で、全体の約 8割を占める。
「呵」の最も一般的な用法であるため、以下に数例を示すにとどめる。
9)先述のとおり漢語部分は抄訳であるため、仮定副動詞語尾を含むモンゴル語部分の翻訳
が省かれていることも多い。モンゴル語と漢語で用例数に開きがある一大要因である。
10)元朝後期に朝鮮で編纂された、当時の漢語の会話教科書。
11)筆者の各用例に対する解釈を示すため、稿末に「［附録］ 『老乞大』における「呵」の用
例一覧」を付したので参照されたい。
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7) ᥦᓉ੩˿֊Ḽ則௦ʿঢǌ「どれほど叩かれても、怖がりません。」(2-b-7) 12)
8) ʿप߀࠴̠֊Ḽ௦ॸࠑ裏來ǌ「私を嫌いでないなら、必ず家に来て下さい。」
(13-a-3)
9) ܷࠑ३̎ᅓ֊Ḽ௙௅ʿຢᅓǌ「皆眠ることができれば、明日うたた寝しない
だろう。」(16-a-9)
10) ;᥊ᄉ௦֊ḼˏʻԱ話Φ੆˿̓௛ǌ「君の言うことが正しいなら、二言三
言で交渉成立だ。」(23-a-2)
11) ʶ箇ᑭᛠ֊Ԝʿ३థǌ「1本の足では行っても行けないのである。」(31-b-6)
12) 這般֊，我待近日迴程幾日好 ? 「そうであれば、私は近々帰るが、何日が
良いんだ ?」(39-b-3)
3.2  仮定義と解釈できない「呵」
　続いて本節では、仮定義とは解釈できない残り 17例の「呵」について考え
る。まず、以下の数例を観察されたい。
13) 你這般學漢兒文書呵，是你自意裏學來那你的爺娘教你學來 ? 「君がこのよ
うに漢人の書物を学ぶのは、自分から学んでいるの ? それとも親御さんから
学ぶように言われたの ?」(2-a-9)
14) 那賊將那人的纏帶解下來看呵，却是紙，… 「その泥棒がその人の胴巻きを
解いて見ると、何と紙きれで、…」(8-b-3)
15) 疾忙擡肉呵散者。「早く肉を担いできて、散会しよう。」(30-a-7)
16) 俺買呵，買一兩箇自穿的不是。「私が買うのは、1、2着買って自分で着る
んじゃない。」(36-a-5)
　このうち例 13、14、16については、「呵」のもう 1つの主要機能である「停
頓」(注 2参照 )を表していると考えられる。一方、用例 15については、時間
12)括弧内は用例の出現箇所を表す。「葉数 -表 (a)/裏 (b)-行数」の順に記す。
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義 (先後関係 )を表しているとも解釈できそうである (「担いできて、その後、
散会しよう」)。しかし、先後関係を表す場合、漢語では無標識で対応するの
が一般的で、それは『老乞大』においても同様である。以下、数例引用する。
17) 不付能哀告借将來。「やっとのことで頼んで借りてきた。」(6-a-4)
18) ֭毎打倎駄行。「私たち荷造りして行こう。」(17-b-10)
19) 你引俺看去來。「私を連れて見にいってくれ。」(19-a-9)
20) 你去問主人家，「主人のところへ聞きに行って、」(19-b-7)
　つまり例 15の「呵」は、先後関係を表す際、必須の要素ではない。この点
に基づくと、用例 15の「呵」は特に具体的な意味はもっておらず、2つの動
詞句間に挿入されて、やはり停頓の役割を果たしていると解釈できる。『老乞
大』中で「停頓」を表す「呵」は、例 13-16を含め、全部で 16例あった。
　残りの 1例は「那般好呵 (それは良かった )」という用例で現れる (21-a-6)。
これについては「那般呵好 (それなら良かった )」の誤記である可能性もある 13)
が、本稿では誤記ではなく感嘆の語気を示すと考えておく 14)。
4　『元朝秘史』における「時間義の『呵』」の再検討
　前節の内容を踏まえると、川澄 (2015)で時間義を表すとした『元朝秘史』
漢訳中の 7つの「呵」について再考の必要が生じる。2.2節で述べたとおり、
川澄 (2015)ではモンゴル語の仮定副動詞語尾がもつ 2つの語義 (仮定／時間 )
を基準にして漢語「呵」の用法を分析するという考察方法を採った。そのた
め、「停頓」を表す「呵」を考慮に入れる機会がなかった。本稿では、モンゴ
ル語本文との対応関係を考えず、漢語だけに着目して用例を改めて検討しなお
13)その場合、この「呵」は仮定義と分類される。
14) 「呵」に感嘆語気表示機能があることは、太田 (1958: 374)や李他編著 (1998: 2)に記述さ
れている。
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してみたい。以下に該当例を掲げる。
21) 望見一箇人来到呵，果然是孛端察児。「一人のひとが来るのを眺め見ると、
果たしてボドンチャルであった。」(§32)
22) 回去看呵，ᢣ胸肚帯依舊扣着，「戻って見ると、鞅、肚帯をつけたまま、」
(§80)
23) 鎖児中罕失舌剌家裏宿呵，他的⊹白、赤老温名字的兩箇児子，心裏憐憫我。
「ソルカン・シラの家に泊まると、彼のチンバイ、チラウンという名の二人
の子は心で私を哀れに思った。」(§84)
24) 聴着這記號行呵，聴得打馬࿣子聲。到他家裏入去呵，鎖児中罕失舌剌説 ...「そ
の印を聞いて行くと、馬乳を打つ音が聞こえた。その家に入ると、ソルカ
ン・シラが言うには…」(§85)
25) 那夜兼行到天明看呵，札剌亦舌児種的人中合赤温、中合舌剌中孩、中合舌闌勒歹
這三箇脱中忽舌剌温兄弟毎也随着来了。「その夜道を急いで夜明けに到って見
ると、ヂャライル族のカチウン、カラカイ、カラルダイのトグラウン三兄弟
も来ていた」(§120)
26) ࠱忽闌試驗呵，果然不曽被汙。ഉ此成吉思甚加寵愛。「クランを試すと、
果たして汚されていなかった。そのためチンギスは寵愛した。」(§197)
　上記 7つの「呵」はいずれも、前節で掲げた『老乞大』の用例 14と類似し
ており、「停頓」の役割を果たしていると捉えなおすことができる 15)。このよ
うに解釈しなおすことにより、『元朝秘史』に時間義表示と考えなければなら
ない「呵」は存在しないことになり、2.2節で触れた「問題点」は、問題視す
る必要がなくなる。
15)川澄 (2015)では「時間義を表す『呵』」と表現したが、これは正しくは「時間義を表す
仮定副動詞語尾の漢訳に用いられた『呵』」と表現すべきところであった。そのため、こ
れらの「呵」が時間以外の意義を表すと捉えなおしても問題はない。
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5  結語
　本稿では『老乞大』における「呵」の用例を分析し、青海方言「ؾ」が「呵」
に由来するというѵ (1991)以来の先行研究の主張を再検討した。「呵」に時間
義を表す用法が確認できれば両要素の間に継承関係を想定することも可能に
なるが、『老乞大』にそのような「呵」はなかった 16)。また本稿での考察に基
づくと、川澄 (2015)で時間義を表すとした『元朝秘史』中の 7つの「呵」も、
時間義ではなく「停頓」と見ることができることを指摘した。これらの議論に
より、川澄 (2014b)の主張はより一層裏付けられたと考える。
16)なお「～する時」という典型的な時間義を表す場合、近代漢語では主に「時」を用いる (川
澄 2014b、p. 53参照 )。この点は『老乞大』でも同様であった。以下に 3例挙げる。
a. 初ؐ時，則将料水拌與他，「初めて餌をやる時は、ゆで水をそれに混ぜて、」(7-b-1)
b. 我先番大都來時，你這店西約二十里來地有一坐橋܅了來，「先般大都に来た時、この店の
西約 20里のところで橋が崩れていたのだが、」(8-a-1)
c. 俺正飢渴時，主人家這般與茶飯喫，「空腹で喉が渇いていた時、ご主人がこうして食事を
下さったので、」(12-b-7)
明確に「～する時」を表す「呵」は他文献を通じても発見されておらず、この点は「ؾ」(注
7、用例 a、c参照 )との大きな違いであると言える。
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［附録］ 『老乞大』における「呵」の用例一覧
・ 『老乞大』の「呵」全用例について、出現箇所および筆者の解釈による語義
を記す。
・ 出現箇所の表記方法は「葉数 -表 (a)/裏 (b)-行数」である。同じ行に複数の
「呵」が出現する場合は行数の後にさらに数字を付けて表す。
・ 『老乞大』研究においては金他訳注 (2002)を参照する研究者も多いと思われ
るので、各用例について金他訳注 (2002)の第何話に出現するかも記す。同
一話内に複数の「呵」が現れる場合は枝番号を付す。
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No. 出現箇所 金他訳注 (2002) 語義 47 31-a-1 85 仮定
1 1-a-8 1 仮定 48 31-a-5-1 86-1 仮定
2 2-a-9 4 停頓 49 31-a-5-2 86-2 仮定
3 2-b-7 5 仮定譲歩 50 31-a-7 86-3 仮定
4 3-a-3 6-1 仮定 51 31-a-9 86-4 仮定
5 3-a-4 6-2 仮定 52 31-b-1 86-5 仮定
6 3-b-3-1 8-1 仮定 53 31-b-5-1 87-1 仮定
7 3-b-3-2 8-2 仮定 54 31-b-5-2 87-2 仮定譲歩
8 3-b-7 8-3 仮定 55 31-b-6 87-3 仮定譲歩
9 7-a-9 17 仮定 56 31-b-7 87-4 仮定
10 7-b-3 18 仮定 57 31-b-10 88-1 仮定
11 8-a-3 19 仮定 58 32-a-5 88-2 仮定
12 8-b-3 20 停頓 59 32-a-6 88-3 仮定
13 9-a-7 22 仮定 60 32-a-7 89-1 仮定
14 9-b-2 23 仮定 61 32-a-8 89-2 仮定
15 12-b-8 33 仮定 62 32-a-9 89-3 仮定
16 13-a-3 34 仮定 63 32-b-1-1 89-4 仮定
17 14-a-6 38 仮定譲歩 64 32-b-1-2 89-5 仮定
18 14-b-9 40-1 仮定 65 32-b-2 89-6 仮定
19 15-a-2 40-2 仮定 66 32-b-4 89-7 仮定
20 15-b-2 41 仮定 67 32-b-5 89-8 仮定
21 15-b-7 42 仮定 68 32-b-6 90-1 仮定
22 16-a-9 43 仮定 69 32-b-7 90-2 仮定
23 18-b-10 50 仮定 70 32-b-8 90-3 仮定
24 19-b-1 52-1 停頓 71 33-a-3-1 90-4 仮定譲歩
25 19-b-4 52-2 仮定 72 33-a-3-2 90-5 仮定譲歩
26 20-b-1 55 仮定 73 33-a-6 90-6 仮定譲歩
27 20-b-9 56 仮定 74 33-a-7 91 停頓
28 21-a-6 57 感嘆 75 33-b-5 92 停頓
29 22-a-1 59 仮定 76 34-a-4 94-1 停頓
30 23-a-2 62-1 仮定 77 34-a-6 94-2 停頓
31 23-a-3 62-2 仮定 78 34-a-9 95-1 停頓
32 23-a-5 62-3 仮定 79 34-b-8 95-2 仮定
33 23-b-6 64 仮定 80 35-b-2 97 停頓
34 24-a-1 65 仮定 81 36-a-5 98-1 停頓
35 26-a-7 71 仮定 82 36-b-1-1 98-2 停頓
36 27-a-4 73 仮定 83 36-b-1-2 98-3 停頓
37 27-b-1 74-1 仮定 84 36-b-7 99-1 停頓
38 27-b-6 74-2 仮定 85 36-b-10 99-2 仮定
39 28-a-1 76-1 仮定 86 37-a-1 99-3 仮定譲歩
40 28-a-2 76-2 仮定 87 37-a-2 99-4 仮定
41 28-a-3 76-3 仮定 88 37-a-3 99-5 仮定
42 29-b-3 82-1 仮定 89 37-b-8 102 仮定
43 29-b-6 82-2 仮定 90 39-b-2 105-1 停頓
44 29-b-7 82-3 仮定 91 39-b-3 105-2 仮定
45 30-a-7 83 停頓 92 40-a-1 106-1 停頓
46 30-b-2 84 仮定 93 40-a-2 106-2 仮定
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